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１．概要（Summary） 

今後電極長寿命化に資する電解液の更なる改良に向

けた新規添加剤の設計が期待されるが，電極表面への吸

着機構や反応種との相互作用様式など，添加剤の作用

機構の詳細は十分検討されていない．表面増強ラマン散

乱（surface enhanced Raman scattering : SERS）は，

Ag をはじめとする貴金属のナノ粒子による電場増強を利

用した表面感度の極めて高いラマン分光法である．ガ

ラスなどの透明基材に SERS活性の高い Agのナノ粒

子を修飾させたプラズモンセンサは界面反応に関わ

る化学種の構造や吸着状態を高感度に，且つ選択的に

観察可能であるため，添加剤の作用機構の解析におけ

る強力なツールである．[1]一方，センサに利用する Ag

は電極反応への直接的な影響も強く，そのような電極

反応解析に適用するにあたっては，修飾ナノ粒子の不

活化による高耐液性化を目的にしたシェル被覆が不

可欠である．本検討では，シェル素材として TiO2に

着目し，それを被覆した Agナノ粒子を修飾すること

によって高耐液性プラズモンセンサを開発した． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

顕微ラマン分光装置 

 

【実験方法】 

無電解析出によりガラス基板に Agナノ粒子を修飾し

た後，ゾルゲル反応により Ag ナノ粒子表面に TiO2

を形成することで，Ag@TiO2コアシェルナノ粒子をガ

ラス基板上に形成しプラズモンセンサを作製した．ま

た，めっき添加剤である Janus Green B（JGB）用い

てプラズモンセンサの SERS活性を検証した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ラマン分光測定を行ったところ，非修飾状態では JGB

由来のラマン散乱シグナルが検出できなかったのに対し，

Ag@TiO2 が修飾されたプラズモンセンサを利用した測定

では JGB由来のシグナルが得られた．このことから，作製

したTiO2シェル被覆のプラズモンセンサの SERS活性が

確認され，今回の作製プロセスの実用性が示唆された． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・参考文献：[1] M. Yanagisawa et al.; Appl. Phys. 

Express , 9, 122002 (2016). 
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